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支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
に
い
る
み
な
さ
ん

も
私
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で

い
ま
す
が
、
私
達
を
育
ん
で
く
れ

た
故
郷
、
那
珂
川
町
を
誇
り
に
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
、

様
々
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
私
た
ち
は
こ
の
誇
り
を
胸
に

常
に
前
を
見
な
が
ら
、
明
る
い
笑

顔
で
力
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
私
達
を
皆
様
に
も
引
き
続
き
暖

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
」
と
家
族
や
地
域

へ
の
感
謝
と
将
来
へ
の
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
に
よ

る
記
念
演
奏
が
式
典
前
に
披
露
さ

れ
、
成
人
式
に
ぴ
っ
た
り
な
「
飛

躍
天
翔
」
が
会
場
内
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。
新
成
人
と
な
っ
た
メ
ン

バ
ー
も
演
奏
に
参
加
し
て
新
成
人

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
28
年
成
人
式
は
、

小
川
教
育
長
の
開
式
の
辞
と
と
も

に
厳
粛
に
式
典
が
行
わ
れ
、
福
島

町
長
か
ら
「
今
日
の
佳
き
日
は
、

皆
さ
ん
の
ご
家
族
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
那
珂
川
町
の
町
民
が
祝
福

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
第
二
次

那
珂
川
町
総
合
振
興
計
画
「
な
か

が
わ
元
気
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
ス
タ
ー

ト
す
る
年
に
あ
た
り
ま
す
。
那
珂

川
町
誕
生
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
十

年
の
歩
み
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
十
年
先
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
、
町

の
将
来
像
で
あ
る
「
人
・
も
の
・

自
然
が
融
和
し　

み
ん
な
で
手
を

取
り
合
い　

元
気
を
生
み
出
す
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
か
ら
進

む
べ
き
道
に
お
い
て
、
さ
ら
に
人

間
性
に
磨
き
を
か
け
、
地
域
社
会

の
創
造
・
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
そ
し
て
、
無
限
の
可
能
性
と

若
い
力
で
、
希
望
あ
る
未
来
を
築

く
た
め
に
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
す
」
と
お
祝
い

と
と
も
に
期
待
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
大
金

町
議
会
議
長
や
山
本
那
珂
川
警
察

署
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
沼
田
美
法

さ
ん（
東
戸
田
）が
「
ま
だ
先
の
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
た
区
切
り
を
迎

え
、
改
め
て
20
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
や

悲
し
か
っ
た
こ
と
、
迷
い
な
ど

多
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
た
の
も
、
先
生
方
の
ご
指
導

が
あ
り
、
家
族
や
地
域
の
方
々
の

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
平
成
28
年
那
珂
川
町
成
人
式
が
１
月
10
日
、
小

川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
ス
ー
ツ
や
は
か
ま
、
振
り
袖
姿
で
着
飾
っ
た
新
成
人
１
６
６

名
が
出
席
し
、
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
２
０
８
名（
男
性
１
０
８
名
、
女
性
１
０
０
名
）の
皆
さ
ん
が
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

ご成人おめでとう
208名が新たな門出

ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の
演
奏

沼
田　

美
法
さ
ん（
東
戸
田
）

に
よ
る
代
表
謝
辞

佐
藤　

優
衣
さ
ん（
馬
頭
）

に
よ
る
ピ
ア
ノ
伴
奏
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式
典
終
了
後
は
、
新
成
人
者
８

名
で
構
成
さ
れ
た
成
人
式
実
行
委

員
会
の
企
画
に
よ
る
記
念
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
恩
師
か
ら
の

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
放
映
や
、恩
師（
中

学
３
年
生
時
担
任
）か
ら
お
祝
い

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

小川中学校卒業生

中
学
時
代
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

成
人
式
実
行
委
員
の
皆
さ
ん

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

会
場
と
な
る
新
国
立
競
技
場
建
設

計
画
で
、
馬
頭
広
重
美
術
館
を
設

計
し
た
隈
研
吾
氏
の
デ
ザ
イ
ン
案

が
採
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
で

は
、
新
成
人
に
対
し
馬
頭
広
重
美

術
館
へ
の
入
館
を
無
料
に
す
る
と

と
も
に
、
記
念
撮
影
の
場
と
し
て

提
供
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
成
人
の
記
念
と
し
て

振
り
袖
姿
で
写
真
を
撮
る
家
族
な

ど
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
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二
十
歳
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

長
山　

夏
海
さ
ん
（
小
砂
）　

　

現
在
、
専
門
学
校
で
医
療
事

務
を
目
指
し
日
々
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
成
人
式
を
迎
え
、
久
し

ぶ
り
に
友
達
に
会
え
る
の
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
将
来
は
、
当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に

で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。

谷
田　

直
史
さ
ん
（
小
川
）

　

大
学
で
英
語
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。

　

幼
少
期
は
川
で
釣
り
を
し
た

こ
と
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま

す
。
地
元
が
好
き
な
の
で
、
成

人
式
で
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で

き
、
嬉
し
い
で
す
。
将
来
は
栃

木
で
就
職
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

田
澤　

美
里
さ
ん
（
馬
頭
）

　

現
在
、
牛
飼
い
に
な
る
た
め

に
畜
産
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

幼
少
期
に
は
、
ホ
ー
ス
ラ
ン

ド
で
よ
く
馬
に
乗
っ
た
こ
と
が

思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
将

来
は
、
立
派
な
大
人
に
な
り
た

い
で
す
。

青
木　

由
佳
さ
ん
（
谷
田
）

　

現
在
、
製
造
業
で
働
い
て
い

ま
す
。
成
人
式
を
迎
え
、
や
っ

と
大
人
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
時
代
の
体
育
祭
は
と
て

も
楽
し
く
、
今
で
も
思
い
出
に

残
っ
て
い
ま
す
。

馬頭中学校卒業生（１・２組）

　

成
人
を
迎
え
ら
れ
、
式
典
に
出
席
さ
れ

た
10
人
の
方
々
に
、
現
在
の
心
境
や
将
来

の
夢
、
町
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
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北
神　

貴
久
さ
ん
（
小
川
）　

　

大
学
で
、
工
学
部
に
通
っ
て

い
ま
す
。
将
来
Ｓ
Ｅ
と
し
て
働

く
こ
と
が
夢
で
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
、
中
学
時
代

の
友
達
に
会
え
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
那
珂
川
町
に
は
、
自
然

が
あ
ふ
れ
る
町
で
あ
り
続
け
て

ほ
し
い
で
す
。

磯　

美
由
希
さ
ん
（
小
川
）

　

短
大
生
で
、保
育
士
を
目
指

し
て
、幼
児
教
育
科
に
通
っ
て

い
ま
す
。
将
来
は
、子
ど
も
達

一
人
一
人
を
守
れ
る
保
育
士
に

な
り
た
い
で
す
。新
成
人
と
し

て
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
。

菊
池　

将
徳
さ
ん
（
松
野
）

　

警
察
官
と
し
て
交
番
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。
将
来
は
パ
ト

カ
ー
勤
務
員
と
し
て
、
職
務
質

問
の
プ
ロ
に
な
り
、
隠
れ
た
犯

罪
を
見
つ
け
出
す
警
察
官
に
な

り
た
い
で
す
。

槇　
　

鷹
史
さ
ん
（
大
山
田
上
郷
）

　

製
材
業
で
社
会
人
と
し
て
貢

献
し
て
い
ま
す
。
今
は
仕
事
で

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
動
か
し
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
大
型
特

殊
免
許
を
取
得
し
、
仕
事
の
場

を
広
げ
た
い
で
す
。

岡　

真
里
愛
さ
ん
（
大
内
）

　

現
在
、
保
育
士
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
、
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
た
の
で
、
恥
ず
か

し
く
な
い
よ
う
に
過
ご
し
た
い

で
す
。
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の

も
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
。い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

橋
本　

翔
平
さ
ん
（
小
川
）

　

現
在
、
喜
連
川
の
工
場
で
働

い
て
い
ま
す
。

　

幼
少
期
は
、町
の
野
球
チ
ー

ム
で
、野
球
を
ず
っ
と
し
て
い

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。成
人

式
は
、中
学
校
を
卒
業
し
て
か

ら
会
っ
て
い
な
か
っ
た
友
達
に

会
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

馬頭中学校卒業生（３・４組）



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請（
希
望
者
）を
行
っ
て
い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

　

新
庁
舎
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
請

負
事
業
者
主
催
に
よ
り
、
１
月
21
日
に
建

設
敷
地
内
で
行
わ
れ
、
福
島
町
長
、
小
川

教
育
長
、
大
金
議
長
な
ど
町
関
係
者
や
施

工
業
者
な
ど
約
40
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

祭
事
で
は
、
関
係
者
が
鍬
入
れ
な
ど
の

神
事
を
行
い
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。
町
長
は
、「
町
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
防
災
の
拠
点
と
し
て
、
地
元
事
業

者
の
英
知
を
結
集
さ
れ
、
那
珂
川
町
民
が

誇
れ
る
よ
う
な
庁
舎
を
建
設
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
新
庁
舎
は
、

平
成
29
年
３
月
完
成
予
定
で
す
。

【
工
事
契
約
の
内
容
】

・
工
事
名
：
那
珂
川
町
新
庁
舎
建
設
工
事

・
契
約
日
：
平
成
27
年
12
月
22
日

・
工
期
：
平
成
27
年
12
月
25
日

～
平
成
29
年
２
月
28
日

・
契
約
金
額
：
18
億
３
７
５
万
１
２
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方
：
七
浦・佐
藤・鈴
木
特

　

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

新
庁
舎
建
設
中
は
、
町
民
の
皆
様
に
ご

不
便
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
山
田
上
郷
菅
沢
の
町
有
林
を

伐
採
し
、
伐
採
し
た
木
材
を
新
庁
舎
に
利

用
す
る
予
定
で
す
。
伐
採
や
搬
出
等
の
作

業
時
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

併
せ
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※�

新
庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
随
時
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
庁
舎
整
備
担
当

　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
１
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新
庁
舎
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

軽
自
動
車
等
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

　

軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日
現
在

で
、原
付
・
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。廃
車
や
名
義
変

更
の
予
定
が
あ
る
場
合
に
は
、３
月
末
ま

で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、当
該
車
両
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
て
い
る
場
合
に
、所
有
者
の
変
更
続

き
を
さ
れ
な
い
ま
ま
４
月
１
日
を
過
ぎ

て
し
ま
う
と
、亡
く
な
っ
た
方
の
名
義
で
、

納
税
通
知
書
が
発
送
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
手
続
き
に
つ
い
て
は
、お
手
数

で
も
各
手
続
き
場
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○�

原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
）・
小
型
特
殊
自
動
車

　
【
手
続
き
場
所
】　

　

税
務
課（
本
庁
舎
）

　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
２
０

　

総
合
窓
口
課（
小
川
庁
舎
）

　

☎
０
２
８
７（
９
６
）２
１
１
１

○�

二
輪
の
軽
自
動
車・二
輪
小
型
自
動
車

　
【
手
続
き
場
所
】

　

栃
木
運
輸
支
局　

　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
９

○
軽
自
動
車（
三
輪
・
四
輪
）

　
【
手
続
き
場
所
】

　

栃
木
県
軽
自
動
車
協
会　

　

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）３
１
０
７

　

妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
取
り
組

み
を
行
う
た
め
に
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
「
子
育
て
支
援
課
」
を
新
設
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
の
主
な
業
務
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

・�

妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
健
康
診
査
に
関
す

る
こ
と

　

・
保
育
園
、
幼
稚
園
に
関
す
る
こ
と

　

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
こ
と

　

・
児
童
手
当
に
関
す
る
こ
と

　

・
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
こ
と

　

・
児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

　

詳
し
い
取
り
組
み
内
容
や
課
の
配
置
な
ど

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
広
報
な
か
が
わ
３
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
１

健
康
福
祉
課　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
９

４
月
１
日
か
ら

「
子
育
て
支
援
課
」
が
新
設
さ
れ
ま
す



す
る
書
類

（�

例
）�診
断
書
・
本
人
の
障
害
者
手
帳
・
本
人

が
代
理
人
の
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る

事
実
を
証
す
る
書
類

※
２�

ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類
と
は

　

�

本
人
確
認
書
類
①
を
２
点
ま
た
は
、
本
人

確
認
書
類
①
②
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず
つ
、
ま

た
は
、
本
人
確
認
書
類
②
を
３
点（
う
ち

写
真
付
を
１
点
以
上
）

※
3�

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
と
は

　

�

本
人
確
認
書
類
①
を
２
点
ま
た
は
、
本
人

確
認
書
類
①
②
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず
つ

※
4�

代
理
権
者
の
確
認
書
類
と
は

　

�

法
定
代
理
人
の
場
合
：
戸
籍
謄
本
そ
の
他

の
資
格
を
証
明
す
る
書
類（
た
だ
し
、
本

籍
地
が
那
珂
川
町
で
あ
る
場
合
は
不
要
）

そ
の
他
の
場
合
：
委
任
状
等
、
ご
本
人
が

代
理
人
を
指
定
し
た
事
実
を
確
認
で
き
る

資
料（
交
付
通
知
書（
は
が
き
）の
「
委
任

状
」
欄
に
記
入
す
る
こ
と
で
足
り
る
）

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
２

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
の
手
順

１　

住
民
票
の
住
所
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
「
通

知
カ
ー
ド
」
と
と
も
に
届
い
た
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
を
使
用
し
て
、
郵
送
に

よ
る
申
請
又
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
W
Ｅ
B
申
請
を
行
う
と
、
交
付
通

知
書（
は
が
き
）が
ご
自
宅
に
届
き
ま
す
。

２　

必
要
な
持
ち
物
を
お
持
ち
に
な
り
、
交

付
通
知
書（
は
が
き
）に
記
載
さ
れ
た
期
限
ま

で
に
、
交
付
場
所
に
ご
本
人
が
お
越
し
く
だ

さ
い
。

交
付
場
所
【
交
付
通
知
書（
は
が
き
）に
記�

　
　
　
　
　

載
さ
れ
て
い
ま
す
】

・
馬
頭
地
区
の
方　

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

・
小
川
地
区
の
方　

総
合
窓
口
課
町
民
係　
　

必
要
な
持
ち
物

◇
交
付
通
知
書（
は
が
き
）�

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
「
通
知
カ
ー
ド
」�

◇
本
人
確
認
書
類（
※
1
）�

◇
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）�

※
１�

本
人
確
認
書
類
と
は

①�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
写
真
付
き
に
限

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請（
希
望
者
）を
行
っ
て
い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

る
）・
運
転
免
許
証
・
運
転
経
歴
証
明
書

（
交
付
年
月
日
が
平
成
24
年
４
月
１
日
以

降
の
も
の
に
限
る
）・
旅
券
・
身
体
障
害

者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・

療
育
手
帳
・
在
留
カ
ー
ド
・
特
別
永
住
者

証
明
書
の
う
ち
１
点

②�

こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、「
氏
名
・

生
年
月
日
」ま
た
は「
氏
名
・
住
所
」が
記

載
さ
れ
、町
長
が
適
当
と
認
め
る
２
点　

（
例
）�健
康
保
険
証
、年
金
手
帳
、社
員
証
、

学
生
証
、学
校
名
が
記
載
さ
れ
た
各

種
書
類
、
預
金
通
帳
、
医
療
受
給
者

証
等　

　

�

※�

事
前
に
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

３　

交
付
窓
口
で
本
人
確
認
の
上
、
暗
証
番

号
を
設
定
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、
カ
ー
ド

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※�

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
大
切
な
情
報
で
す
の

で
、
複
数
の
暗
証
番
号
で
管
理
し
て
い
ま

す
。

　

�　

簡
単
な
数
字
の
並
び
や
生
年
月
日
、
自

宅
の
住
所
な
ど
推
測
さ
れ
や
す
い
番
号
を

登
録
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

暗
証
番
号
は
お
越
し
に
な
る
前
に
あ
ら
か

じ
め
考
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

【
ご
本
人
が
病
気
、身
体
の
障
害
そ
の
他
の
や

む
を
え
な
い
場
合
に
よ
り
、交
付
場
所
に
お
越

し
に
な
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
限
り
、代
理

人
に
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を
委
任
で
き
ま
す
。】

必
要
な
持
ち
物

◇
交
付
通
知
書（
は
が
き
）

◇
ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類（
※
2
参
照
）

◇
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類（
※
3
参
照
）

◇
代
理
権
の
確
認
書
類（
※
4
参
照
）

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
「
通
知
カ
ー
ド
」�

◇
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

◇�

ご
本
人
の
来
庁
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
証

署
名
用
電
子
証
明
書

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

　
　
　
住
民
基
本
台
帳

　
　
　
　
　
　
券
面
事
項
入
力
補
助
用

　

英
数
字
６
文
字
以
上
16
文
字
以
下
で

設
定
で
き
ま
す
。�

　

英
字
は
大
文
字
の
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
、

数
字
は
０
か
ら
９
ま
で
が
利
用
で
き
、

い
ず
れ
も
１
つ
以
上
が
必
要
で
す
。

数
字
４
桁�

　

同
じ
暗
証
番
号
を
設
定
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド

臨
時
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

開
設
日　

３
月
ま
で
の
第
２
・
第
４
日
曜
日

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

開
設
場
所　

住
民
生
活
課
・
総
合
窓
口
課

7 広報なかがわ　平成28年２月10日



宇都宮メディア・アーツ専門学校
４コマ漫画

馬頭広重美術館

まんがアート科
高橋　栞那さん

川
上
早
春
さ
ん（
小
川
）が
栃
木
県
農
業
士
に
認
定

　

１
月
12
日
、栃
木
県
公
館
に
て
栃
木
県
農
業
士
の
認
定
式
が
開
催
さ
れ
、

那
珂
川
町
か
ら
は
川
上
早
春
さ
ん（
小
川
）が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
上
さ
ん
は
、い
ち
ご
を
中
心
に
水
稲
と
の
複
合
経
営
で
化
学
農
薬
を

削
減
し
、安
全
で
安
心
な
農
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、農
業
後
継
者
グ
ル
ー
プ

で
あ
る「
サ
ン
デ
ー
会
」な
ど
の
地
域
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、那
珂
川
町
農
業
振
興
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

不
法
投
棄
現
場
周
辺
に
か
か
る
水
質
分
析
結
果
に
つ
い
て

（
平
成
27
年
度
第
３
回
年
間
変
動
調
査
分
）

　

小
口
字
北
沢
地
区
不
法
投
棄
現
場
周
辺
の
水
質
検
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
項
目　

健
康
項
目
、生
活
環
境
項
目
、そ
の
他

採
水
日　

平
成
27
年
11
月
10
日

採
水
場
所　

１
．周
辺
環
境
水　
　
　
（
１
）投
棄
地
直
下
河
川　
（
２
）小
口
川
上
流

２
．投
棄
現
場
浸
出
水　
（
３
）投
棄
地
下
流
側
観
測
井　
（
４
）投
棄
地
内
観
測
井

調
査
結
果　

す
べ
て
の
地
点
で
環
境
基
準
以
下

→
周
辺
へ
の
汚
染
拡
大
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
な
い

問
い
合
わ
せ　

馬
頭
処
分
場
整
備
室
那
珂
川
分
室　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
４
１
１

環
境
総
合
推
進
室　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
０

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　

平
成
28
年
１
月
１
日
付
け
で
、川
俣
ま
ゆ
み
氏（
新
任
）が
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。人
権
擁
護
委
員
は
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
た
り
、法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

8広報なかがわ　平成28年２月10日
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住民生活課生活環境係からのお願いとお知らせ

≪ごみステーションご利用のお願い≫

　地域でご利用されるみなさんが、ごみステーシ
ョンを気持ちよく使うことのできるよう、下記の
ご協力をお願いします。
①ごみ出しは当日、朝8時までにお願いします。
②収集日を確認して正しく分別をお願いします。
③�「収集できません。」のシールの貼られたごみは
持ち帰りをお願いします。
④定期的な清掃をお願いします。

≪野焼きについて≫

　生活ごみの自家焼却処分（野焼き）は禁止さ
れています。特例として、庭木等の野焼きを
行う場合は、消防署への「火災とまぎらわしい
煙又は火災を発するおそれのある行為の届出
書」（発煙届）の提出が義務付けられています。
　受付窓口の住民生活課又は総合窓口課に事
前に「相談」のうえ、発煙届を「提出」し、野焼
きの開始時・終了時に消防署に「連絡」してく
ださい。無届けによる実施は、火災の誤通報
を招きますので、必ず届出と連絡をお願いし
ます。
（発煙の届出・問い合わせ）
住民生活課� ☎0287-92-1112
総合窓口課� ☎0287-96-2111
（開始・終了の連絡）
那珂川消防署�☎0287-92-2800

≪ごみ減量化へのご協力をお願いします≫　　　��

　住みよい生活づくりのため買い物の際のふろし
きやマイバッグの利用、４R（リフューズ、リデュ
ース、リユース、リサイクル）運動などへのご協
力をお願いします。　　　　　　　　　　　　

≪小型家電リサイクル回収報告≫

日時：10月4日（日）
場所：�福祉まつり会場内
　　　（小川総合福祉センター）
回収数：�306点
回収量：�1,390kg
うち再資源化量：約783kg

ご協力ありがとうございました。

≪平成27年度エコキャップ回収報告≫

重量：�1,564kg
個数：�672,520個
金額：15,640円
ワクチン数：782人分
これまでに集まった数：4,679,800個
総ワクチン数：5,441.6人分
CO2削減量：�4,926.6kg
みなさまご協力ありがとうございます。

≪問い合わせ≫　住民生活課生活環境係　☎0287-92-1112

≪平成28年度「栃木県地球温暖化防止活動推進員」の募集≫

【活動内容】　①地域における環境学習会の実施・補助
　　　　　　②主催行事の環境ブース出展・運営補助等
【任期】　平成28年4月1日～平成30年3月31日（2年間、更新可能）
【応募資格】（下記の3つすべてに該当する方）
①栃木県内に在住する方
②年齢が満20歳以上（平成28年4月1日現在）の方
③地球温暖化対策のための活動に熱意と識見を有し、地域において活動できる方
【応募方法】　住民生活課備え付けの応募用紙に必要事項を記載し、郵送してください。
【募集締め切り】　2月29日（月）必着
【応募及びお問い合わせ】　栃木県環境森林部地球温暖化対策課
〒320-8501宇都宮市塙田1-1-20☎028-623-3262



星
　
景
虎
く
ん
が

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
出
場

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団新

年
交
流
会

ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
打
ち
初
め
式

第
39
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
栃

木
県
予
選
に
お
い
て
、
馬
頭
小
６
年
の
星
景

虎
く
ん（
馬
頭
）が
所
属
す
る
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
た

か
は
ら
那
須
Ｕ
︱
12
が
優
勝
し
、
12
月
22
日

に
そ
の
報
告
に
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。
星

く
ん
は
こ
の
大
会
に
お
い
て
栃
木
県
サ
ッ
カ

ー
連
盟
か
ら
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
12
月
25
日
か
ら
鹿
児
島
県
で

行
わ
れ
た
第
39
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
に
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

星
く
ん
は
「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
面
で
は
、
大
き

な
声
で
味
方
を
動
か
し
て
ボ
ー
ル
を
取
っ
た

り
し
て
、
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
と
き
は
ま
ず
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
て
プ
レ
ー
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

新
春
恒
例
の
那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓

打
ち
初
め
式
が
１
月
９
日
、
ふ
る
さ
と
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
同
保
存
会
の
増
子
育
男
会

長
の
挨
拶
の
後
、
打
ち
手
代
表
の
星
和
好
さ

ん
が
「
今
年
は
20
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど

も
達
と
一
緒
に
元
気
よ
く
楽
し
く
精
進
を
し

ま
し
て
、
長
く
長
く
続
け
て
い
け
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
年
頭
の
決
意
を
宣

し
ま
し
た
。

演
奏
披
露
に
は
、
ま
ほ
ろ
ば
子
供
太
鼓
、

那
須
野
ヶ
原
疎
水
太
鼓
か
ら
子
ど
も
疏
水
太

鼓
も
出
演
し
、
そ
れ
ぞ
れ
太
鼓
の
力
強
い
音

が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
、
総
合
体
育
館
で
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
新
年
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
６
団
体

約
１
５
０
名
の
団
員
や
指
導
者
、
保
護
者
な

ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、坂
本
秀
男
本
部
長
か
ら「
家

族
の
支
え
に
感
謝
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
勉
強
に

頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

各
団
の
代
表
者
は
「
３
月
の
全
国
大
会
は
み

ん
な
で
協
力
し
て
全
力
で
プ
レ
ー
し
た
い
」

「
み
ん
な
で
協
力
し
て
県
大
会
優
勝
」「
練
習

し
た
こ
と
を
発
揮
し
試
合
に
臨
み
た
い
」
な

ど
と
今
年
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

会
食
で
は
、団
員
が
協
力
し
て
つ
い
た
餅
を
、

保
護
者
の
方
が
用
意
し
て
く
れ
た
豚
汁
と
一

緒
に
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
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有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 
☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 
有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

お店にフリースポット
公衆無線 LAN を設置する
店舗オーナー様を募集しています。
■フリースポット公衆無線LANは、お店のアピールになり
　店舗の情報発信、集客効果や客層拡大が期待できます。
■運用開始まで、なかTV指定管理者FNETSが完全サポート
　開設費用
FREESPOTパック ￥59,400～/パック（税抜き価格￥55,000～）
☆詳しいお問い合わせはケーブルテレビ放送センターまで

　　0120-227-445



町
文
化
協
会
音
楽
部

合
同
コ
ン
サ
ー
ト

町
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

う
た
那
珂
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
！

第
14
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

那
珂
川
町
合
併
10
周
年
記
念
那
珂
川
町

文
化
協
会
音
楽
部
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
１

月
23
日
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
の
初
め
て
の

合
同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

や
各
楽
器
演
奏
団
体
な
ど
８
団
体
約
１
５
０

名
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
方
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
や

リ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
な
じ
み
の
曲
に
合
わ
せ

口
ず
さ
み
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
、
参
加
者
全

員
が
「
心
は
ふ
る
さ
と
～
那
珂
川
町　

町
う

た
」
を
合
唱
し
、
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
の
幕
が

閉
じ
ま
し
た
。

な
か
テ
レ
ビ
公
開
収
録
「
～
う
た
那
珂

カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
！
～
」
が
１
月
24
日
に

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
は
４
名
の
方
が
参
加
し
、
演
歌
や

歌
謡
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ペ
シ

ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
津
軽
民
謡　

お
も
だ
か

秋
子
さ
ん
が
登
場
し
、
日
本
各
地
の
様
々
な

民
謡
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
は
、
会
場
に
い
る
全
員

で
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
合
唱
し
ま
し

た
。審

査
の
結
果
、
大
金
ト
モ
さ
ん（
小
砂
）

が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、
福
島
町
長
か
ら

豪
華
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日（
日
）に
、
大
桶
運
動
公
園
を

ス
タ
ー
ト
し
て
国
道
２
９
４
号
を
南
下
、

興
野
大
橋
か
ら
那
珂
川
町
松
野
地
区
を
経

由
し
て
国
道
２
９
３
号
、
若
鮎
大
橋
を
通

り
大
桶
運
動
公
園
に
ゴ
ー
ル
す
る
若
鮎
駅

伝
競
走
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
コ
ー
ス
沿
道
で
の
熱
い
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
午
前
10
時
、
ゴ
ー
ル
午
前
11

時
15
分
の
予
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
時
間
、
安
全
な
競
技
の
運

営
の
た
め
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
国

道
２
９
４
号
お
よ
び
２
９
３
号
は
交
通
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

○
通
過
予
定
時
刻

大
桶
運
動
公
園　
　
　

午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
タ
ー
ト
）

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー　

午
前
10
時
９
分

興
野
農
産
物
直
売
所　

午
前
10
時
24
分

鈴
木
建
設　
　
　
　
　

午
前
10
時
35
分

久
那
瀬
水
産　
　
　
　

午
前
10
時
49
分

吉
野
工
業
所　
　
　
　

午
前
11
時
３
分

大
桶
運
動
公
園　
　
　

午
前
11
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゴ
ー
ル
予
定
）

※�

各
中
継
所
の
予
定
時
刻
前
後
30
分
程

度
、
付
近
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

第
14
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
競
走
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局（
清
水
）

☎
０
９
０（
４
９
２
２
）９
０
１
５

興野農産物
直売所

鈴木建設

広域センター

那須烏山市役所

那珂川町役場
至さくら市

広域農道

吉野工業所

久那瀬水産

293

294

大桶運動公園
スタート＆
ゴール地点

コース順路
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健康管理センターからのお知らせ

※事前の申し込みが必要です。たくさんの方の参加をお待ちしています。
問い合わせ：健康管理センター  ☎ 0287-92-118８

☆親子料理教室☆
２月１７日（水）　10:30～12:00
　お子さんと一緒に楽しくお料理教室に参加しま
せんか。
先着　5組　申し込み　2月12日(金)まで

☆みそ作り体験☆
2月23日(火)　10:30～12:00
　手作りみそを作って、おいしいお味噌汁を作り
ましょう。
講師　星　フミ子先生　先着　5組

申し込み　2月19日(金)まで

☆親子木工教室☆
２月２４日（水）　10:30～11:30
　木の温もりを感じながら親子で作品を作りま
しょう。
講師　廣田　充伸先生　
先着　１５組　申し込み　２月１９日（金）まで

☆ひなまつり会☆
3月  2日（水）　10：30～11：30
　おひなさまを作って、ひなまつりのお祝いをし
ましょう。　　　　　
先着　１５組　申し込み　２月２６日（金）まで

☆子育て相談☆
３月 ９日（水）　10:00～12:00
　子育てで心配なことや悩みなど先生とお話し
しませんか？気軽に来てください。
講師　大喜　正昭先生
先着　５組　申し込み　３月 ４日（金）まで

子育て支援センター わかあゆわかあゆ ☎0287－96－5223

☆みんなで遊ぼう☆
みんなで一緒に子育てを楽しみましょう。

開始時刻10:30～
2月26日（金）2・３歳児集まれ！！
3月  4日（金） 0歳児集まれ！！
3月11日（金） 1歳児集まれ！！

センターは、0歳から就学前のお子さんとご家
族の方が一緒に遊べる場所です。親子のふれあい、
交流の場、育児相談、情報交換の場として気軽
にご利用ください。

利用時間　月曜日～金曜日　
9:00～17:00

◆ 行事への参加は、来所又は電話でお申し込み
ください。

12広報なかがわ　平成28年２月10日

☆身長・体重測定計があります☆

２月２２日（月）～２月２６日（金）まで

きらきらベビークラス
（ランチ付き※希望者限定）

　3月の内容はベビービクスです。赤ちゃんとママで一
緒に楽しむエクササイズです。ママの美容と共に赤ちゃ
んの発達を促します。今回、終了後には、お部屋でマク
ロビオティックランチを楽しめるよう用意しています（ラ
ンチは希望の方のみ）。お気軽にお申し込みください。

日時：3月22日（火）午前10時〜11時30分
（ランチ：午前11時30分〜午後1時）
場所：健康管理センター
講師：大橋　光子インストラクター
内容：ベビービクス（ランチ付き）
料金：無料　 ※動きやすい服装でお越しください

マタニティクラス
（ランチ付き※希望者限定）

　3月の内容はマタニティヨガです。体の負担、心
の不安を和らげ楽な出産をお手伝いします。ぜ
ひ一度ご体験ください。また、ヨガの後には妊娠
中の体を考えたマクロビオティックランチを楽し
めます（ランチは希望の方のみ）。

日時：3月4日（金）午前10時〜11時30分
（ランチ：午前11時30分〜午後1時）
場所：健康管理センター
講師：小澤　有紀インストラクター
内容：マタニティヨガ
持ち物・料金：バスタオル、母子手帳、無料
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　今回は、「もの忘れ相談」についてご紹介します。

　日本の高齢化率は25.1%となり、4人に1人が65歳

以上の高齢者となっています。また、2025年には認知

症高齢者数が700万人になると推計され、今後はます

ます認知症になる方は増加すると思われます。

認知症は今までできていたことが少しずつ難しくなる

病気です。放っておくと幻覚や妄想、興奮、徘徊など

周囲の人の対応が困難になる場合もあります。

　しかし早期に発見し適切な対応をとれば進行は緩や

かになります。その人らしく過ごせるように早期発見・

早期治療が大切です。

　近頃「忘れっぽくなったな…」「このままで大丈夫かな」

と感じている方や「家族のことで心配だけど…」「病院

まではちょっと…」など、このような症状があり不安を

持っている方、気になる方、またそのような方を抱え

このコーナーでは、健康福祉課で行っている事業についてご紹介します。

　まだまだ寒い日が続きますが、暦の上では立春から立夏
までが春といわれています。冬に多かった陰気が減り、陽
気が増していく季節です。眠っていた動植物が動き出すよ
うに、私たちの心身も活発に動き出します。五臓の働きで
いうと肝との関わりが深い季節、肝は気や血液の運行を調
節する役割を持ち、精神と関わりの深い臓といわれています。
　春の養生のポイントは、心身の滞りを改善して草木のよ
うに天を仰ぎのびやかに動くこと。新陳代謝が上がるので
デトックスに向いている時期といえます。芽吹きの季節、
心も体も余分なモノは手放して愉快に楽しみましょう。

・山菜
（ふきのとう、セリ、クレソンなど）
・旬の葉物野菜
（菜花、小松菜、チンゲンサイなど）
・シイタケ　・いちご

【那珂川町産・春のおすすめ食材】

【春のデトックス薬膳「春野菜の塩スープ」】
　素材を活かしたシンプルな塩スープは、穏やかにデトッ
クスを促してくれます。体調によって薬味をプラスしてど
うぞ。小さな子供の離乳食にもお勧めです。

　材　料
・旬の葉物野菜　適量　
・シイタケ　2～3枚（干しシイタケでも可）
・昆布出汁（顆粒だしと水でも可）一人分300CC
・自然塩（にがりを含んだ海塩）適量
　作り方
1. �鍋に一口大に切った葉物野菜とシイタケを入れしんなり
とするまで弱火で炒める（油は入れず乾煎り）
2. �1に出汁を加え5分ほど中火で煮て火を止め、自然塩で味
をととのえる。
3. �お好みの薬味をちらしてして完成
※�ストレスが多い方は、「三つ葉・セリ・香菜」など好きな
香り薬味をプラス
※背中がぞくぞく風邪かなという方は、「長ネギ」をプラス
※冷え症の方は「生姜パウダー」をプラス

Vo.3

食べる地域おこし

なかがわ薬膳日記
地域おこし協力隊　小鮒千文

る家族の方を対象に相談会を月１回実施しています。

相談内容　 認知症疾患医療センター相談員により専門

的なアドバイスがうけられます。

相 談 日　毎月第1金曜日

会　　場　小川総合福祉センターすこやか共生館

開催時間　午後１時30分〜

　　　　　（おおよそ１時間程度。※予約制）

　少しでも不安のある方は身近な相談の場として利用

してはいかがでしょうか。ご家族だけの相談でもお受

けできます。より良い支援を考える機会にもなります。

ぜひお気軽にお問い合わせください。

問い合わせ　

地域包括支援センター　☎0287-96-2161



たのしい絵本と紙しばいの会　　　　   
・2月18日（木）午前10時30分〜
・3月  3日（木）午前10時30分〜
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご参加ください。

婦人ボランティアのおはなし会　　　　   
・3月12日（土）午後2時〜
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は「かんたん輪投げ」を作ります。

小川おはなし会　　　　　　　　　　     
・3月5日（土）午前10時30分〜
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。
　おはなしの後は、「おりがみとティッシュでペロペ
ロキャンディー」を作ります。

JVCのおはなし会　　　　　　　　     
・2月27日（土）午後2時〜　　　　
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　ジュニアボランティアズクラブの方たちが絵本を読
んでくれます。
　おはなしの後は、「プラスチックコップでコースター」
を作ります。

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９２－５０１５

馬頭図書館　２月14日～３月19日のお休み
日 月 火 水 木 金 土
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９6－２３３５

小川図書館　２月14日～３月19日のお休み
日 月 火 水 木 金 土
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館 馬頭図書館

ベビープログラム
〜はじめての赤ちゃんがきた!〜

　町では、生後2～5か月の赤ちゃんを持つ、初
めての育児に頑張っているママを相手に、ベビー
プログラムを実施します。
　同じ初めてのママ同士、日頃の疑問や不安を話
して、友達作りをしませんか。全4回のコースです。

日程　2月23日（火）、3月1日（火）、
　　　3月8日（火）、3月15日（火）の全4回

時間　全て午前10時～12時

場所　健康管理センター

申し込み・問い合わせ
健康管理センター　
☎0287-92-1188

平成28年度健診の申し込みが
始まりました

　健診の申し込みは、２月上旬に全世帯郵送にて
お知らせしています。
＊ご希望の方は、内容を確認して、「健康診査申込書」を
　返信用封筒で返信して下さい＊

　　　　　　　

問い合わせ　
健康管理センター　☎0287-92-1188
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俳
　
句

初
鴉
き
ら
り
と
日
矢
を
浴
び
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
松
野
　
　
　
大
高
　
松
竹

霜
受
け
て
甘
さ
増
し
た
る
根
深
葱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
野
　
　
　
鶴
川
　
良
子

和
服
着
て
ひ
そ
か
に
開
く
初
御
籖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
又
　
　
　
菊
池
　
君
子

韓
流
の
ド
ラ
マ
佳
境
や
息
白
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
那
瀬
　
　
堀
江
　
直
子

除
夜
詣
言
葉
交
さ
ず
会
釈
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
　
　
佐
藤
　
栄
子

墳
丘
の
底
ま
で
と
ど
け
除
夜
の
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
　
　
金
井
　
和
子

　
　
短
　
歌

バ
ン
バ
ン
と
エ
ン
ジ
ン
鳴
ら
し
走
り
去
る
少
年
達
よ
親
を
泣
か
す
な

谷
田
　
　
　
岡
崎
　
甫
子

漬
物
も
煮
物
も
人
と
の
か
か
は
り
も
淡
々
と
六
度
目
の
干
支
巡
る

小
川
　
　
　
佐
藤
　
孝
子

那
珂
川
の
水
は
光
り
て
ゆ
っ
た
り
と
初
春
の
陽
に
輝
き
流
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
泉
　
　
　
佐
藤
　
　
茂

手
に
負
え
ぬ
と
妻
の
嘆
き
し
堅
か
ぼ
ち
ゃ
敵
討
つ
ご
と
ざ
っ
く
り
と
切
る

和
見
　
　
　
藤
田
　
和
夫

湯
の
宿
の
廃
業
な
り
て
幾
年
か
白
亜
の
壁
に
蔦
は
い
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
口
　
　
　
影
澤
　
よ
し

　
　
川
　
柳

法
人
は
減
ら
し
庶
民
に
増
や
す
税	

大
内
　
　
　
郡
司
　
正
幸

ヘ
ソ
ク
リ
を
そ
っ
と
数
え
る
年
の
暮
れ	

馬
頭
　
　
　
阿
久
津
紀
子

こ
ど
も
等
が
巣
立
ち
荷
の
無
い
背
負
い
梯
子	

小
川
　
　
　
平
澤
　
照
雄

ハ
プ
ニ
ン
グ
あ
っ
て
競
馬
が
お
も
し
ろ
い	

谷
田
　
　
　
岡
崎
　
甫
子

広
報
文
芸

◇
『
感
情
的
に
な
ら
な
い
本
』

和
田　

秀
樹
／
著

◇
『
す
ご
い
家
電
』

西
田　

宗
千
佳
／
著

◇
『
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ

心
を
照
ら
す
１
０
０
の
言
葉
』

い
ろ
は
出
版
／
編

◇
『
ひ
な
げ
し
の
終
活
』

ア
グ
ネ
ス　

チ
ャ
ン
／
著

◇
『
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ツ
ム
ツ
ム
巻
き
ず
し
』

飾　

巻
子
／
著

◇
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
完
全
読
本
』

経
新
聞
出
版
／
刊

◇
『
は
だ
れ
雪
』

葉
室　

麟
／
著

◇
『
蛮
政
の
秋
』

堂
場　

瞬
一
／
著

◇
『
江
ノ
島
西
浦
写
真
館
』

三
上　

延
／
著

◇
『
旅
立
ノ
朝
』

佐
伯　

泰
英
／
著

◇
『
言
い
訳
だ
ら
け
の
人
生
』

平　

安
寿
子
／
著

◇
『
真
実
の
１
０
メ
ー
ト
ル
手
前
』米

澤　

穂
信
／
著

◇
『
お
伊
勢
ま
い
り
』

平
岩　

弓
枝
／
著

◇
『
優
し
い
言
葉
』

群　

よ
う
こ
／
著

◇
『
へ
ん
し
ん
マ
ー
ケ
ッ
ト
』

あ
き
や
ま　

た
だ
し
／
著

◇
『
お
ふ
ろ
や
さ
ん
の
ま
ね
き
ね
こ
』

と
よ
た　

か
ず
ひ
こ
／
著

◇
『
び
っ
く
り
ま
つ
ぼ
っ
く
り
』多

田　

多
恵
子
／
著

◇
『
し
ろ
も
ち
く
ん
と
ま
め
も
ち
く
ん
』

庄
司　

三
智
子
／
著

◇
『
く
ろ
く
ん
と
な
ぞ
の
お
ば
け
』

な
か
や　

み
わ
／
著

◇
『
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
～
め
く
っ
て
び
っ
く
り
！

よ
う
か
い
だ
ニ
ャ
ン
！
～
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
館
／
刊

◇
『
モ
ン
ス
タ
ー
大
百
科
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

幸
枝
／
著

◇
『
き
え
た
！
？
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
』

原　

ゆ
た
か
／
著

◇
『
お
と
の
さ
ま
、
ゆ
う
え
ん
ち
に
い
く
』

中
川　

ひ
ろ
た
か
／
著

◇
『
パ
テ
ィ
シ
エ
☆
す
ば
る　夢

の
ス
イ
ー
ツ
ホ
テ
ル
』

つ
く
も　

よ
う
こ
／
著

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.e-to

sh
o
.co
m
/n
a
k
a
g
a
w
a
/p
c/

pc00301.aspx

　

味
噌
汁
の
マ
ナ
ー
、
お
ご
ら

れ
る
マ
ナ
ー
、
意
外
と
知
ら
な

い
「
た
し
な
み
」
を
、
1 3
人
の

作
家
、歌
手
ら
と
と
も
に
考
え

る
新
た
な
マ
ナ
ー
考
。

　

玄
関
の
ド
ア
の
と
な
り
に
、

も
う
ひ
と
つ
、見
な
れ
な
い
ド

ア
が
で
き
て
い
た
ら
…
。「
あ

ん
こ
く
げ
ん
か
ん
」
を
は
じ
め
、

家
の
お
ば
け
話
、７
話
を
収
録
。

斉
藤　

洋
／
著

『
マ
ナ
ー
の
正
体
』

　 

一
般
書 

　

『
い
え
の
お
ば
け
ず
か
ん
』

　 

　
児
童
書 

那珂川町
図書館

逢
坂　

剛
ほ
か
／
著
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寄
贈
【
１
月
20
日
受
付
分
ま
で
】

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
図
書
館
へ

図
書
「
そ
ば
屋
幻
庵
12
・
13
巻
」　

匿
名

図
書
券
１
万
２
千
円
分　

匿
名

D
V
D
「
～
知
ら
れ
ざ
る
戦
後
70
年
～
『
戦
争
と

私
』」
４
枚　

那
珂
川
町
遺
族
会
様

図
書
「
荒
川
ア
ン
ダ
ー
ザ
ブ
リ
ッ
ジ
15
巻
」

他
１
冊　

匿
名

○
各
小
中
学
校
へ

D
V
D
「
～
知
ら
れ
ざ
る
戦
後
70
年
～
『
戦
争
と

私
』」
６
枚　

那
珂
川
町
遺
族
会
様

○
教
育
文
化
基
金
へ

２
万
円　

山
本　

賢
司
様
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

１
万
円　

島
田　

友
成
様
（
埼
玉
県
白
岡
市
）

○
奨
学
基
金
へ

５
万
円　

大
森
の
り
子
様
（
大
内
）

１
万
円　

渡
邊　

直
樹
様
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

２
万
円　

中
島　
　

聡
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

２
万
円　

小
口　

貴
弘
様
（
東
京
都
練
馬
区
）

１
万
円　

土
屋　

直
基
様
（
静
岡
県
裾
野
市
）

１
万
円　

木
内　

裕
之
様
（
新
潟
県
長
岡
市
）

１
万
円　

土
屋　

俊
一
様
（
東
京
都
葛
飾
区
）

１
万
円　

板
垣　
　

貢
様
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

２
万
円　

五
味　

邦
彦
様
（
東
京
都
品
川
区
）

１
万
円　

嘉
成　

康
弘
様
（
茨
城
県
土
浦
市
）

２
万
円　

奥
村　

治
樹
様
（
滋
賀
県
草
津
市
）

○
地
域
振
興
基
金（
ま
ち
づ
く
り
）へ

10
万
円　

大
森
の
り
子
様
（
大
内
）

２
万
円　

忽
那　

寿
信
様
（
大
阪
府
堺
市
）

４
万
円　

廣
田　
　

剛
様
（
東
京
都
練
馬
区
）

１
万
円　

林　
　

啓
幸
様
（
愛
知
県
日
進
市
）

１
万
円　

齋
藤　

一
人
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

１
万
円　

鈴
木　

基
志
様
（
東
京
都
練
馬
区
）

１
万
円　

渡
邊　

千
夏
様
（
東
京
都
中
野
区
）

２
万
円　

高
田
真
太
郎
様
（
東
京
都
文
京
区
）

１
万
５
千
円　

山
下　

久
子
様
（
千
葉
県
浦
安
市
）

２
万
円　

藤
井　

洋
志
様
（
大
阪
府
豊
中
市
）

２
万
円　

中
村　

正
樹
様
（
東
京
都
墨
田
区
）

１
万
円　

後
藤　
　

昇
様
（
千
葉
県
柏
市
）

１
万
円　

馬
場　

幸
雄
様
（
東
京
都
小
平
市
）

１
万
円　

内
藤　

善
景
様
（
東
京
都
練
馬
区
）

２
万
円　

辻
村　

正
治
様
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

１
万
円　

能
見　
　

正
様
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

１
万
円　

小
林　

秀
彰
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

１
万
円　

内
田　

和
宏
様
（
埼
玉
県
桶
川
市
）

２
万
円　

安
達　

正
人
様
（
石
川
県
金
沢
市
）

１
万
円　

上
條　
　

晃
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

１
万
円　

齋
藤　

拓
己
様
（
千
葉
県
千
葉
市
）

１
万
円　

安
田　

高
志
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

１
万
円　

中
村　

理
世
様
（
京
都
府
木
津
川
市
）

２
万
円　

根
本　
　

卓
様
（
宮
城
県
仙
台
市
）

２
万
円　

彦
坂　

和
博
様
（
愛
知
県
岡
崎
市
）

１
万
円　

水
野　

敬
子
様
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

５
万
円　

舩
山　
　

隼
様
（
大
阪
府
大
阪
市
）

２
万
円　

白
谷　
　

聡
様
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

１
万
円　

熊
田　

智
子
様
（
東
京
都
板
橋
区
）

２
万
円　

栗
原　

正
樹
様
（
東
京
都
文
京
区
）

２
万
円　

伊
藤　

賢
司
様
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

１
万
円　

坪
山　

孝
子
様
（
奈
良
県
生
駒
市
）

２
万
円　

坂
本　

俊
介
様
（
埼
玉
県
川
口
市
）

２
万
円　

河
内　

晋
一
様
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

１
万
円　

角
田　

泰
信
様
（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）

１
万
円　

和
田　

征
大
様
（
京
都
府
京
都
市
）

１
万
円　

深
石　
　

洋
様
（
東
京
都
墨
田
区
）

２
万
円　

家
木　

華
子
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

２
万
円　

吉
澤　

清
史
様
（
東
京
都
狛
江
市
）

１
万
円　

溝
口
麻
由
子
様
（
新
潟
県
新
潟
市
）

１
万
円　

角
田　

哲
治
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

１
万
円　

小
梶　

裕
介
様
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

○
福
祉
基
金（
子
育
て
）へ

１
万
円　

中
田
雄
一
郎
様
（
奈
良
県
奈
良
市
）

１
万
円　

高
上　

直
己
様
（
千
葉
県
旭
市
）

１
万
円　

木
村　

哲
也
様
（
宇
都
宮
市
）

１
万
円　

下
村　

紘
希
様
（
埼
玉
県
新
座
市
）

１
万
円　

関
根　

康
功
様
（
北
海
道
札
幌
市
）

５
万
円　

秋
元　
　

禮
様
（
東
京
都
練
馬
区
）

１
万
円　

石
崎　

美
咲
様
（
三
重
県
四
日
市
市
）

１
万
円　

小
林　

雅
人
様
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

２
万
円　

阿
部　

浩
二
様
（
大
阪
府
大
阪
市
）

２
万
円　

伊
藤
み
ど
り
様
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

１
万
円　

井
上　

竜
夫
様
（
大
阪
府
大
阪
市
）

１
万
円　

志
和　

竜
也
様
（
宮
城
県
仙
台
市
）

１
万
円　

齋
藤　

一
生
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

２
万
円　

柴
原　
　

薫
様
（
大
阪
府
高
槻
市
）

１
万
円　

井
野　

泰
伸
様
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

１
万
円　

西
岡
由
実
恵
様
（
兵
庫
県
淡
路
市
）

１
万
円　

福
井　

耕
一
様
（
東
京
都
品
川
区
）

１
万
円　

角
田　

智
幸
様
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）　

２
万
円　

栗
原　

正
樹
様
（
東
京
都
文
京
区
）　

１
万
円　

金
本　
　

大
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

１
万
円　

川
上　
　

誠
様
（
東
京
都
練
馬
区
）

１
万
円　

中
村　

幸
恵
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

２
万
円　

薄
井　

義
行
様
（
宇
都
宮
市
）

１
万
円　

廣
内　

慎
一
様
（
茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

10
万
円　

O
l
i
O
l
i
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
様

２
万
円　

益
子　

和
弘
様
（
健
武　

96
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

１
万
円　

匿
名
（
４
９
５
回
）

問い合わせ　上下水道課下水道係　☎0287-92-2002

※1　�浄化槽を設置する際の人槽区分は規模を基準としていますが
生活の実態（世帯人数など）により変更する事が出来る場合が
あります。

※2　2世帯住宅は、浴室及び台所が2つ以上ある住宅です。

人槽区分※1 規　模 補助金額
5人槽 延べ面積130㎡以下のもの 332,000円
7人槽 延べ面積130㎡を超えるもの 414,000円
10人槽 2世帯住宅　※2 548,000円

浄化槽設置補助制度をご利用ください
町では、浄化槽の設置に対して補助金を交付する制度があります。

交付対象区域　　下水道区域及び農業集落排水区域を除く那珂川町内全域
対象となる建物　専用住宅…主に住居の用に供する建物
　　　　　　　　併用住宅…延べ面積の２分の１以上を居住の用に供する建物
　　　　　　　　自治公民館…行政区又は集落を単位とし、自治活動の拠点として集会の用に供する建物
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お知らせ

　道の駅ばとうにおいて「電気自動
車用急速充電器」が1月28日から利
用できるようになりました。
場所　道の駅ばとう
利用料金　
充電時間30分…500円程度
※詳細は下記へお問い合わせださい。
問い合わせ　
商工観光課　☎0287-92-1116

　林野庁関東森林管理局では、国有
林野事業をご理解いただくとともに、
ご意見・ご要望を把握し、国有林野
の管理経営に役立てていくため、「国
有林モニター」を募集します。詳細
は関東森林管理局ホームページをご
覧ください。
http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/
policy/business/monitor2627.html 
問い合わせ　関東森林管理局国有
林モニター担当係（企画調整課内）
☎027-210-1150

日時　3月10日（木）
午後1時30分〜4時30分
会場　トコトコ大田原3階
市民交流センター
定員　18名（事前予約制）
対象者　那珂川町、大田原市、那須塩
原市、那須町、矢祭町、大子町の住民
内容　栃木県弁護士会に所属する弁
護士（2名）が相談に応じます。
※相談時間は、1人20分
申し込み　3月3日（木）から3月9日（水）
までに、下記まで電話にてご予約くださ
い。定員になり次第、受付は終了します。
問い合わせ
大田原市総合政策部総務課総務法規係
☎0287-23-1111

①大自然満喫　那須ツアー
日時　3月5日（土）
午後0時30分〜6時予定
場所　那須町
内容　いちご狩りや動物とふれあい
など大自然を満喫したあと、リゾー
トホテルでパーティーを行います。
②ほっこり癒し　大子ツアー
日時　3月6日（日）
午後0時〜7時30分予定
場所　大子町
内容　おやき作りや袋田の滝を楽し
んだあと、ノスタルジックな空間の
思い出浪漫館でパーティーを行います。
参加条件　
男性:20歳以上50歳以下の独身で大
田原市、那須塩原市、那須町、那珂
川町、棚倉町、矢祭町、塙町、大子
町に在住の方
女性:20歳以上50歳以下の独身の方
定員　男女各20名（先着順）
参加費　男性5,000円、女性3,000円
その他　男女によって集合時間や集
合場所が異なります。内容の詳細は
下記へお問い合わせください。
申し込み・問い合わせ
㈱五光宇都宮店「八溝山周辺地域定
住自立圏結婚支援事業事務局」
☎028-634-1255

婚活イベント
「春よこい ときめき八溝バスツアー」

参加者募集のお知らせ

道の駅ばとう
電気自動車急速充電器
利用開始のお知らせ

国有林モニター
募集のお知らせ

八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

★ケーブルテレビ企画番組

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00

文字放送
6:30
7 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00

企画番組・文字放送
13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30 文字放送
16:00

文字放送
（注）

16:30
17:00
17:30 歯医者さんへ行こう
18:00 ザ・メイキング
18:30

企画番組・文字放送
19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00 栃木県提供番組

（注）20:30
21:00 モア・モア・モースト
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00

企画番組・文字放送
22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0 :30
1 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
朝まで 文字放送

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更

することがあります。
EPGでの確認をお願いします。

日　付 番　組　名

2/8～2/14 那珂川町
合併10周年記念番組

2/15～2/21 まほろば太鼓打ち初め式

2/22～2/28 うた那珂カラオケのど自慢！

2/29～3/6 みんなで子育てわんぱく広場

3/7～3/13 馬頭中学校・小川中学校
立志式

（注）2/15〜2/28町文化協会音楽部
　　合同コンサート（前編、後編）
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お知らせ

　商工業や観光など、町の産業にか
わる方を対象として、地域活性化に
ついての講演会を開催します。
日時　2月17日（水）
午後3時40分～4時40分　
場所　商工会館2階会議室
演題　「6次産業化と農業を利用し
た商工業活性化について」
講師　優　司法書士・行政書士事務所
代表　髙橋　宏治　氏
入場料　無料 
問い合わせ
商工観光課　☎0287-92-1116

第1回
日時　2月26日（金）
午後1時30分～午後5時　
会場　小川公民館
第2回　
日時　3月11日（金）
午後1時30分～午後5時
会場　商工会館2階会議室
問い合わせ　農業委員会　
☎0287-92-1185

　放送大学では、平成28年度第1学
期（4月入学）の学生を募集していま
す。放送大学はテレビ等の放送やイ
ンターネットを利用して授業を行う
通信制の大学です。心理学・福祉・
経済・文学・自然科学など、幅広い
分野を学べます。
　出願期限は、3月20日まで。資料
請求（無料）やお問い合わせは下記へ
お気軽にご連絡ください。なお放送
大学のホームページでも受け付けて
おります。
問い合わせ　放送大学栃木学習センター
☎028-632-0572

●平成27年度巡回展「栃木の遺跡」
期間　2月13日（土）～4月3日（日）
場所　第一会場:那珂川館　
第二会場:湯津上館
開館時間　午前9時30分～午後5時

（入館は4時30分まで）
休館日　月曜日（祝日の場合は翌日
の平日）
●成果発表会・遺跡報告会
期日　2月20日（土）　
場所　那珂川館　講堂

【成果発表会】午前10時～12時
発表者　小川小学校6年生、小川中
学校1年生、那須烏山市立七合小学校 
吉川　和幸氏、なす香　高久　昌彌氏、
養成講座生　佐藤　貴子氏

【遺跡報告会】午後1時～3時30分
講師　眞保　昌弘（当館主任学芸員）、
水野　順敏氏（株式会社日本窯業史
研究所）
定員　50名　　
参加費　無料
●学芸員による展示解説
期日　
①2月13日（土）、②3月5日（土）
時間　午後1時30分～3時　　
参加費　無料　　　
開催場所　那珂川館及び湯津上館
定員　20名（予約不要）
※ 時間までに、那珂川館へお越しく

ださい。
申し込み・問い合わせ
なす風土記の丘資料館　　
☎ 0287-96-3366　FAX 0287-96-3340

　「日本で最も美しい村」小砂の棚田
で米づくりを行ってみませんか。
募集定員　10組程度（先着順）
個人での参加も大いに歓迎します。
年会費　30,000円（棚田維持管理費

（肥料等）、傷害保険料、農家民泊、
食事代含む）オーナーの特典として、
自分で育てた棚田米を玄米で30kg
お渡しします。
その他　詳細は下記へお問い合わせ
ください。
問い合わせ　
農林振興課　☎0287-92-1113
小砂里山農業体験「棚田オーナーク
ラブ」事務局長　藤田　悦男
☎0287-93-0853
   
  
 
　野生鳥獣（ハツカネズミ、ドブネズ
ミ、クマネズミと一部の海棲哺乳類
を除く、鳥類及び哺乳類に属するす
べての野生生物のこと）は、鳥獣保護
管理法に基づいて捕獲が原則禁止さ
れております。野生鳥獣を捕獲する
場合は市町長の許可が必要です。
　また、違法に使用されているわな

（とらばさみ等）を発見した際は、下
記へ御連絡ください。
注）鳥獣保護管理法に違反して野生
の鳥獣を捕獲した場合は、1年以下
の懲役又は100万円以下の罰金に処
せられます。
問い合わせ
県北環境森林事務所　☎0287-23-6363
農林振興課　☎0287-92-1113

なす風土記の丘資料館
からのお知らせ

野生鳥獣の
捕獲に関するお知らせ

那珂川町地域経済活性化
講演会開催のお知らせ

平成27年度農業青色申告会
那珂川支部

申告指導会日程のお知らせ

放送大学
4月入学生募集のお知らせ

小砂里山農業体験
『棚田オーナークラブ』
参加者募集のお知らせ

下水道への接続はお済みですか？
　下水道を利用することで
・川の水がきれいになります。・水洗トイレが使えます。
・汚れた水が側溝へ流れなくなり、悪臭や蚊、ハエの発生を防ぎます。
　生活環境をより良いものにするためにも、１日も早く下水道に接続くださるよう
お願いいたします。下水道の区域以外にお住いの方は、浄化槽を新たに設置する場合、
補助金制度をご利用頂けます。
問い合わせ　上下水道課下水道係　☎0287-92-2002
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第 回125

平成26年度　那珂川町観光写真コンテスト受賞作品

入選「夕陽華やぐころ」

撮 影 者 ： 大 野  和 三さん（那須烏山市）

「夕日の美しい馬頭の風景を表現しようとしました」
（大野さん）

　雪の積もった本殿の屋根が僅かに見えます。墨田堤の桜樹

や茶店も雪も覆われ人影はありません。川には筏や渡し舟、

高瀬舟の他に雪見を楽しんでいる屋根舟が見えます。川の中

央の左右の寄
よ り す

洲にも雪が積もり、僅かに水面が覗いている部

分に渡し舟が往来しています。屋根舟は料亭街にある山谷堀

の桟橋に向かっています。色彩は広重には珍しい水墨画風に

描かれた作品ですが、このような技法で描いた作品は他に信

州飯田から依頼のあった屏風絵が挙げられます。冬の寒々と

した光景を見事に演出した作品です。

馬頭広重美術館　館長　市川　信也

【会　　期】　2月28日（日）まで

【開館時間】　午前9時30分より午後5時まで

　　　　　　（但し入館は午後4時30分まで）

【休館日】　月曜日、祝日の翌日

【入館料】　大　人　500円（450円）

　　　　　高・大学生　300円（270円）

※（ ）は20名以上の団体料金。

※中学生以下は無料。

※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い1名は半額

　青木コレクションの中で

も特出した作品に歌川広重

の肉筆画があります。広重

の肉筆画は嘉永年間（1848

〜54）から増えはじめ、広重が亡くなる安政5年（1858）ま

でかなりの注文があったようです。契機となったのが、嘉

永初年に天童藩から大量の肉筆画の注文を受けたことです。

今日では一般に大名もの、天童広重と呼称されている作品群

で推定200幅以上と言われています。この話が江戸の市井

の噂になり、広重は錦絵ばかりでなく肉筆画においても優

れた作品を描いているという評判がたったのでしょう。天

童広重は尺
しゃくほん

本（竪約90㎝横約30㎝）と呼ばれる床の間サイ

ズの肉筆画ですが、広重に直接肉筆画を注文した人たちは、

一般的な床の間サイズの掛軸ばかりでなく襖
ふすまえ

絵、横幅の掛

軸、画
がちょう

帖、飾り幕など様々な作品でした。ただし、そのほ

とんどが風景画であったことは広重が最も得意とする分野

を知っていた事になります。

　今回紹介する作品も風景画ですが、一般に知られている広

重の作品とは多少雰囲気が異なります。「墨
ぼくていみめぐりせっちゅうしんけいず

堤三囲雪中真景図」

（紙本一幅）は寸法は55.1㎝×89.1㎝の横長の構図です。構

図は待
ま つ ち や ま

乳山の近く山谷堀にあった竹屋の渡し場付近から隅田

川越しに対岸の隅田堤の渡し場を見ています。辺りは深々

と降る雪で覆われています。広重は降り続く雪を胡粉で表

現しています。対岸の隅田堤の土手を登る階段の先に見え

るのは三囲神社の鳥居の笠
か さ ぎ

木です。この鳥居は度々起こる

洪水のため堤自体が高くなり、嘉永年間には鳥居は見えな

かったそうですが、絵画に描く場合はランドマークとして、

見える様に描いています。その先には雪が積もった三囲神

社の杜がありますが、この神社も本来は堤の下にあり、鳥

居同様にランドマークとして描かれています。

「墨堤三囲雪中真景図」（紙本一幅）

企画展　開館１５周年・那珂川町合併１０周年記念

青木コレクション名品展－歌川広重と川村清雄


